
ローマ 9

"もしできることなら、私の同胞、肉による同国人のために、この私がキリストから引き離

されて、のろわれた者となることさえ願いたいのです。"

ローマ人への手紙 9 章 3 節

"私たちをキリストの愛から引き離すのはだれですか。患難ですか、苦しみですか、迫害で

すか、飢えですか、裸ですか、危険ですか、剣ですか。"

ローマ人への手紙 8章 35 節

"私はこう確信しています。死も、いのちも、御使いも、権威ある者も、今あるものも、後

に来るものも、力ある者も、

高さも、深さも、そのほかのどんな被造物も、私たちの主キリスト・イエスにある神の愛

から、私たちを引き離すことはできません。"

ローマ人への手紙 8 章 38～39 節

"というのは、キリストの愛が私たちを取り囲んでいるからです。私たちはこう考えました。

ひとりの人がすべての人のために死んだ以上、すべての人が死んだのです。"

コリント人への手紙 第二 5章 14 節

"しかし、わたしが、それを取り巻く火の城壁となる。－－主の御告げ－－わたしがその中

の栄光となる。』"

ゼカリヤ書 2章 5 節

"「このことは、わたしにとっては、ノアの日のようだ。わたしは、ノアの洪水をもう地上

に送らないと誓ったが、そのように、あなたを怒らず、あなたを責めないとわたしは誓う。

たとい山々が移り、丘が動いても、わたしの変わらぬ愛はあなたから移らず、わたしの平

和の契約は動かない」とあなたをあわれむ主は仰せられる。"

イザヤ書 54 章 9～10 節

"それは、ホセアの書でも言っておられるとおりです。「わたしは、わが民でない者をわが

民と呼び、愛さなかった者を愛する者と呼ぶ。

『あなたがたは、わたしの民ではない』と、わたしが言ったその場所で、彼らは、生ける

神の子どもと呼ばれる。」"

ローマ人への手紙 9 章 25～26 節

"したがって、事は人間の願いや努力によるのではなく、あわれんでくださる神によるので

す。"

ローマ人への手紙 9 章 16 節

"では、どういうことになりますか。義を追い求めなかった異邦人は義を得ました。すなわ

ち、信仰による義です。"

ローマ人への手紙 9章 30 節

"なぜでしょうか。信仰によって追い求めることをしないで、行いによるかのように追い求

めたからです。彼らは、つまずきの石につまずいたのです。"

ローマ人への手紙 9 章 32 節



"彼は言っている。『戒めに戒め、戒めに戒め、規則に規則、規則に規則、ここに少し、あ

そこに少し』と。」"

イザヤ書 28 章 10 節

"まことに主は、もつれた舌で、外国のことばで、この民に語られる。

主は、彼らに「ここにいこいがある。疲れた者をいこわせよ。ここに休みがある」と仰せ

られたのに、彼らは聞こうとはしなかった。

主は彼らに告げられる。「戒めに戒め、戒めに戒め、規則に規則、規則に規則、ここに少

し、あそこに少し。」これは、彼らが歩くとき、うしろざまに倒れ、手足を折られ、わな

にかかって捕らえられるためである。"

イザヤ書 28 章 11～13 節

"すると彼は、私に答えてこう言った。「これは、ゼルバベルへの主のことばだ。『権力に

よらず、能力によらず、わたしの霊によって』と万軍の主は仰せられる。"

ゼカリヤ書 4章 6 節

"大いなる山よ。おまえは何者だ。ゼルバベルの前で平地となれ。彼は、『恵みあれ。これ

に恵みあれ』と叫びながら、かしら石を運び出そう。」"

ゼカリヤ書 4章 7 節

"あなたがたに新しい心を与え、あなたがたのうちに新しい霊を授ける。わたしはあなたが

たのからだから石の心を取り除き、あなたがたに肉の心を与える。

わたしの霊をあなたがたのうちに授け、わたしのおきてに従って歩ませ、わたしの定めを

守り行わせる。"

エゼキエル書 36 章 26～27 節

"見よ。その日が来る。－－主の御告げ－－その日、わたしは、イスラエルの家とユダの家

とに、新しい契約を結ぶ。

その契約は、わたしが彼らの先祖の手を握って、エジプトの国から連れ出した日に、彼ら

と結んだ契約のようではない。わたしは彼らの主であったのに、彼らはわたしの契約を破

ってしまった。－－主の御告げ－－

彼らの時代の後に、わたしがイスラエルの家と結ぶ契約はこうだ。－－主の御告げ－－わ

たしはわたしの律法を彼らの中に置き、彼らの心にこれを書きしるす。わたしは彼らの神

となり、彼らはわたしの民となる。

そのようにして、人々はもはや、『主を知れ』と言って、おのおの互いに教えない。それ

は、彼らがみな、身分の低い者から高い者まで、わたしを知るからだ。－－主の御告げ－

－わたしは彼らの咎を赦し、彼らの罪を二度と思い出さないからだ。」"

エレミヤ書 31 章 31～34 節

"愛する者たち。私たちは、互いに愛し合いましょう。愛は神から出ているのです。愛のあ

る者はみな神から生まれ、神を知っています。

愛のない者に、神はわかりません。なぜなら神は愛だからです。"

ヨハネの手紙 第一 4 章 7～8 節

"あの方が私に口づけしてくださったらよいのに。あなたの愛はぶどう酒よりも快く、

あなたの香油のかおりはかぐわしく、あなたの名はそそがれる香油のよう。それで、おと

めらはあなたを愛しています。



私を引き寄せてください。私たちはあなたのあとから急いでまいります。王は私を奥の間

に連れて行かれました。私たちはあなたによって楽しみ喜び、あなたの愛をぶどう酒にま

さってほめたたえ、真心からあなたを愛しています。"

雅歌 1 章 2～4 節

"愛には恐れがありません。全き愛は恐れを締め出します。なぜなら恐れには刑罰が伴って

いるからです。恐れる者の愛は、全きものとなっていないのです。

私たちは愛しています。神がまず私たちを愛してくださったからです。"

ヨハネの手紙 第一 4 章 18～19 節

"すべての聖徒とともに、その広さ、長さ、高さ、深さがどれほどであるかを理解する力を

持つようになり、

人知をはるかに越えたキリストの愛を知ることができますように。こうして、神ご自身の

満ち満ちたさまにまで、あなたがたが満たされますように。"

エペソ人への手紙 3 章 18～19 節

"主は御霊です。そして、主の御霊のあるところには自由があります。

私たちはみな、顔のおおいを取りのけられて、鏡のように主の栄光を反映させながら、栄

光から栄光へと、主と同じかたちに姿を変えられて行きます。これはまさに、御霊なる主

の働きによるのです。"

コリント人への手紙 第二 3章 17～18 節


